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　令和８年第２回定例会が６月24日から 25日まで開催された。
　報告案件３件、承認案件２件、人事案件６件、工事請負変更契約の締結案件１件、
補正予算案件４件の合計16件が上程された。
　第１日目は諸般の報告、提案理由の説明、議案審議。２日目は４名の議員が一般質
問を行いダム問題、新たな振興計画、県道・村道の維持管理、高齢者世帯日常生活支
援事業利用促進等について執行部を質した。その後議案審議、討論、採決が行われ、
全会一致で承認・可決し閉会とした。

熊本県から振興交付金5億円６ 月
定例会

　今回上程された議題は報告が一般会計繰
※

越明許費繰越計算書、一般会計事
※

故繰越し繰越計算書、特
別会計繰越明許費繰越計算書についてであった。主な繰り越し事業は一般会計では災害復旧費であり、
特別会計の情報通信は光ケーブル移設工事費である。
　承認の２件は、地方税法等の一部を改正する法律等の専決処分についてであった。
　人事案件は６名の農業委員を選任した。
　一般会計補正予算は五木村振興交付金に５億円の積み立てを含む、5億 2,238 万 2千円を追加し、
総額 55億 9,115 万 5千円となった。主なものは下記のとおりである。また特別会計の補正予算も
３件審議した。
　工事請負変更契約は五木村義務教育学校体育館空調整備工事において、室外機の安全対策費として
845,148 円を増額した。

〇一般会計補正の主なもの
総務費
新交通体系運行に係る業務委託料 500万円
五木村振興基金積立金 5億円

衛生費
竹の川公衆トイレ解体工事 60万円

消防費
防災行政無線仰鳥帽子中継局修繕料 1,200万円

教育費
五木学園第一校舎体育館火災報知器修繕料 50万円
西地区集会室外灯取替修繕料 60万円

〇債
※

務負担行為の補正
五木温泉夢唄関連工事費として３億５千万円の債務負担
行為を行った。

用語解説
※繰越明許：やむを得ない
事情で年度内に使えな
かった予算を、翌年度に
繰り越すこと

※事故繰越：定められた明
許繰越期間を越えて繰り
越しすること

※債務負担行為：将来の年
度にわたる支払いを伴う
契約のため、あらかじめ
負担を認めておくこと
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―　第２回定例会　議案審議の結果　―
賛成…〇　反対…×　欠席…欠

議　　　　　案　　　　　名
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

承認
第2号 専決処分の承認を求めることについて(税条例) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成
承認
第3号

専決処分の承認を求めることについて(国保税
条例)

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認
全員賛成

議案
第38号 農業委員会の委員の任命について（松井秀夫） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

賛成多数
議案
第39号 農業委員会の委員の任命について（中村恒雄） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第40号 農業委員会の委員の任命について（尾方繁之） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第41号 農業委員会の委員の任命について（豊原淳子） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第42号 農業委員会の委員の任命について（森下徳光） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第43号 農業委員会の委員の任命について（松永利至子） ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決
全員賛成

議案
第44号

工事請負変更契約の締結について（五木村義務
教育学校体育館空調整備工事）

○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決
全員賛成

議案
第45号

令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決
全員賛成

議案
第46号

令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決
全員賛成

議案
第47号

令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第
１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決
全員賛成

議案
第48号

令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決
全員賛成

被雷被害のあった仰烏帽子山中継局
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ダ
ム
工
事
が
来
年
度
か
ら

着
工
の
予
定
だ
が
、
視
察
や
観
光

客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
、
展
望
台
の
設
置
や
新
た

な
宿
泊
施
設
の
整
備
が
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

展
望
台
的
な
も
の
は
私
も

必
要
だ
と
思
う
の
で
、
国
と
し
っ

か
り
協
議
し
要
望
し
て
い
く
。

村
内
の
宿
泊
施
設
の
宿

泊
人
数
な
ど
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

民
宿
が
３

件
、
民
泊
が
１
件
、
キ
ャ
ン
プ
場

が
1
か
所
、
宿
泊
人
数
は
全
部
で

１
０
０
人
未
満
と
思
う
。

宿
泊
施
設
を
村
営
ま
た
は

村
で
作
っ
て
民
間
に
委
託
す
る
方

法
は
ど
う
か
。

経
営
は
民
間
の

ほ
う
が
時
代
に
合
う
と

思
う
。今
後
、議
会
と
協

議
を
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

流
水
型
ダ
ム
が

完
成
し
た
ら
、た
ま
っ

た
水
が
引
い
た
跡
地
に

膨
大
な
泥
が
蓄
積
す
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、そ

の
除
去
作
業
に
つ
い
て

は
国
土
交
通
省
と
話
し

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

そ
う
い
っ
た
問
題
を
管
理

す
る
事
務
所
を
五
木
に
作
っ
て
い

た
だ
き
、具
体
的
な
対
策
を
す
る

よ
う
国
に
求
め
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
平
場
の
造
成

の
場
所
、
用
途
、
面
積
、
工
期
な

ど
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
平
場

は
模
型
を
作
っ
て
村
民
に
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
ダ
ム
工
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
は
な

い
か
。

令
和
８
年

度
中
に
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
そ
う
い
う

絵
を
描
き
上
げ
て

い
き
た
い
。五

木
村
に

は
平
地
は
宝
で
あ

る
、
何
か
や
ろ
う

と
思
っ
て
も
、
ま

と
ま
っ
た
土
地
が

な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
平
場
は
用

途
が
決
ま
っ
て
か

ら
開
く
の
か
、
そ

れ
と
も
決
ま
っ
て

い
な
く
て
も
と
り

あ
え
ず
開
く
の
か
。

現
在
、
国

の
ほ
う
か
ら
示
さ
れ
た
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

地
質
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

平
場
造
成
に
つ
い
て
は
、流
水
型

ダ
ム
完
成
予
定
の
17
年
度
ま
で
は

完
成
す
る
よ
う
、村
に
早
く
示
し

て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

村政
を
問う
一般質問

ダム完成を見据えて視察や観光
客の増加に対応する展望台を
木下村長　国としっかり協議し要望していく

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

土
肥
整
二
ダ
ム
対
策
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

田山 淳士 議員

村
長

村
長

村
長

村
長

瀬目公園、ここに展望台を

立野の流水型ダム
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ひ
か
り
輝
く
新
た
な

五
木
村
振
興
計
画
の

評
価
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し

た
村
づ
く
り
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
良
か
っ
た
。

村
の
最
重
要
課
題
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
、

移
住
定
住
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

村
の
環
境
を
活
か
し
た
子

育
て
、
ま
た
仕
事
の
生
業
等
に
つ

い
て
も
村
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う

方
を
広
げ
て
い
く
。

令
和
７
年
の
国
勢
調
査

で
人
口
が
８
１
０
人
、
10
年
後
に

は
６
０
０
人
と
い
う
数
字
に
な
る

が
、
ひ
か
り
輝
く
新
た
な
五
木
村

に
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
る

と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

令
和
８
年
度
の
新
た
な
五

木
村
振
興
計
画
の
実
施
計
画
４
つ

の
柱
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
精
度
を

上
げ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
客
の
総
数
が
平
成

27
年
の
約
17
万
６
，０
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
、
昨
年
は
15
万
６
，０
０

０
人
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
観

光
資
源
、
新
た
な
仕
組
み
作
り
等

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

地
域
版
の
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

よ
う
な
強
力
な
組
織
が
必
要
。
五
家

荘
と
連
携
し
て
、
五
木
村
全
体
、
中

央
山
地
全
体
と
し
て
伝
統
文
化
も

活
か
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

村
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

当
初
予
算
で
は
一
般
会
計

総
額
が
50
億
７
，０
０
０
万
円
。
そ

の
う
ち
の
約
10
億
８
，０
０
０
万

円
が
借
り
入
れ
で
賄
わ
れ
る
予
算

に
な
っ
て
い
る
。

道
路
や
水

道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
大

き
な
事
業
費
が
必
要
で
あ
り
、
起

債
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

村
の
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
借

金
の
返
済
額
の
比
率（
実
質
公
債

費
比
率
）が
上
が
っ
て
く
る
。

地
方
債
の
残
高
は
令
和
６

年
度
で
36
億
４
，３
３
１
万
円
。
一

方
、
基
金
の
残
高
は
令
和
８
年
度

が
14
億
６
，７
１
０
万
円
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
は
３
億
４
，３
７
５

万
円
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
借
り
入
れ
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

実
質
公
債
費
比
率

が
18
％
を
超
え
る
と
、
国
と
か
県

の
許
可
が
必
要
に
な
る
。
今
年
度

は
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
繰

り
上
げ
償
還
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

飲
料
水
供
給
施
設
の

管
理
に
つ
い
て

人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ

り
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
の
管

理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

の
か
。

状
況
に
合

わ
せ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
区
の
給
水
施
設
に
お
け

る
飲
料
水
を
年
に
１
回
で
も
水
質

検
査
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

地
区
か
ら
不
安
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
検
査
を

実
施
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て

五
木
学
園
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
特
色
の
あ
る
五
木
学
園
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

保
護
者
や

地
域
の
意
見
、
教
育
委
員
会
の
意

見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、
更
な

る
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

村の最重要課題である人口減少
等に対する今後の考えは
木下村長 新たな五木村振興計画の実施計画４つの柱
　　　　　をベースに取り組んでいく

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村政
を
問う
一般質問

村
長

村
長

村
長

村
長

黒木 一秀 議員

議
員

議
員

黒
木
光
重
建
設
課
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

西
龍
三
郎
教
育
長

総
務
課
長

建
設
課
長

国政調査による村の人口の推移

年
人　　　口

総数（人） 増減（人） 増減率（％）
昭和36年（1960） 6,161
平成12年（2000） 1,530
平成17年（2005） 1,358 △172 △11.24
平成22年（2010） 1,205 △153 △11.27
平成27年（2015） 1,055 △150 △12.45
令和 2年（2020） 931 △124 △11.75
令和 7年（2025） 810 △121 △13.00

議
員

※
実
質
公
債
費
比
率

　

過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
示
さ
れ
、

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
と
財
政
の
弾
力

性
が
低
下
し
、
他
の
投
資
的
経
費
等
を

節
減
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
数
字
が

大
き
い
と
財
政
が
苦
し
く
、
こ
の
数
値

が
一
定
以
上
に
な
る
と
新
た
な
地
方
債

の
借
入
れ（
起
債
）に
制
限
が
か
か
る
。
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県
道
の
維
持
管
理

特
に
県
道
の
３
路
線
（
五

木
湯
前
・
久
連
子
落
合
・
小
鶴
原

女
木
）
は
、
維
持
管
理
が
十
分
で

な
い
と
思
う
が
令
和
７
年
度
維
持

管
理
実
績
は
。
ま
た
、
落
葉
・
落

石
で
離
合
困
難
な
区
間
や
そ
れ

に
伴
う
区
画
線
の
目
視
不
可
等
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
村
と
県
の
連
絡
体
制
の
現
状

は
。

各
路
線
で

月
３
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
年
間
維

持
日
数
が
12
日
〜
17
日
。
維
持

費
は
６
８
０
万
円
か
ら
８
５
０
万

円
。
補
修
工
事
費
は
、
合
計
で
３

０
８
０
万
円
。
大
き
な
落
石
や
風

倒
木
で
通
行
で
き
な
い
場
合
は
迅

速
に
報
告
・
撤
去
要
請
を
し
て
い

る
。
連
絡
体
制
の
仕
組
み
は
な
い

が
、
住
民
か
ら
役
場
に
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
、
県
に
そ
の
旨
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
座
談
会

で
も
県
に
要
望
す
る
機
会
が
あ

る
。

区
画
線
が
消
え
た
り
、
落

石
に
よ
り
埋
ま
っ
て
し
ま
い
確
認

で
き
な
い
区
間
が
多
く
あ
る
。
こ

の
区
画
線
の
設
置
と
目
視
可
能
な

状
況
に
な
る
よ
う
な
維
持
管
理
を

県
に
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

道
路
の
側
溝
と
か
落
石

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
整

備
に
係
る
予
算
の
確
保
と
実
効
性

を
持
っ
た
取
組
を
お
願
い
し
て
い

く
。村※

営
住
宅
と
一
般
村

営
住
宅村

営
住
宅
と
一
般
村
営
住

宅
で
同
じ
所
得
で
も
家
賃
格
差
が

あ
る
現
状
を
ど
う
捉
え
る
か
。

村
営
住
宅
は
一
般
村

営
住
宅
よ
り
家
賃
が
高
額
に
な
る
。

こ
れ
は
、村
営
住
宅
が
公
営
住
宅
法

に
基
づ
き
、所
得
額
に
応
じ
た
家
賃

設
定
を
行
う
た
め
で
あ
り
、現
状
で

は
や
む
を
得
な
い
。

人
口
が
１
０
０
０
人
以
下

の
過
疎
の
村
と
し
て
、小
規
模
自

治
体
向
け
の
特
区
制
度
を
要
望
で

き
な
い
か
。

山
村
振
興
連
盟
・
全
国
町

村
会
・
ス
モ
ー
ル
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

等
を
通
じ
て
小
規
模
自
治
体
の
課

題
を
国
へ
訴
え
る
。

五
木
温
泉
の
現
状
と

今
後
の
改
築

五
木
温
泉
は
令
和
７
年

度
利
用
者
が
２
万
５
３
８
１
人
と

年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
燃
料
不

足
に
よ
り
時
間
短
縮
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

昼
間
は
薪

主
体
で
夜
に
重
油
を
使
う
。
中
東

情
勢
が
不
透
明
で
当
面
は
現
状
維

持
と
考
え
て
い
る
。

状
況
を
見
な
が
ら
早
く
元

に
返
し
た
い
と
思
って
い
る
。

新
温
泉
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
村
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

令
和
８
年
度

の
国
か
ら
の
交
付
決
定
は
受
け
て

い
る
。ま
た
、２
ヶ
年
計
画
も
承
認

済
み
で
あ
る
。７
月
に
入
札
を
予

定
し
て
お
り
８
月
か
ら
着
手
出
来

れ
ば
と
思
う
。区
長
会
や
広
報
誌

等
で
情
報
提
供
を
検
討
し
た
い
。

※
村
営
住
宅
：
公
営
住
宅
法
に

基
づ
き
、
国
の
補
助
金
を
受

け
て
建
築
し
た
村
営
住
宅

※
一
般
村
営
住
宅
：
村
が
補
助

金
な
ど
を
受
け
ず
に
単
独
で

建
築
し
た
村
営
住
宅

村政
を
問う
一般質問

県道における維持管理の現状と
今後の対応は
木下村長　しっかり管理をしていただくよう要望する

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

路肩にたまる土砂や落ち葉（五木湯前線）

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

村
長

豊永 勝彦 議員

議
員

黒
木
光
重
建
設
課
長

建
設
課
長

0730651
線

0730651
線

0730651
線

0730651
線

0730651
線

0730651
線
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高齢者世帯日常生活支援事業に
ついて
村長　困りごと窓口を協議する

村政
を
問う
一般質問

高
齢
者
世
帯
日
常
生
活
支

援
事
業
の
令
和
7
年
度
の
対
象
世

帯
数
と
利
用
世
帯
数
は
。
半
数
が

利
用
し
な
い
理
由
を
ど
う
分
析
す

る
か
。

対
象
２
４

３
世
帯
、
チ
ケ
ッ
ト
利
用
率
47
％
。

草
払
い
・
家
事
は
自
分
で
で
き
る

高
齢
者
も
多
く
頼
み
づ
ら
い
面
が

あ
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
人
数
制
限
・
高
所
作
業
等
で
対

応
で
き
な
い
作
業
は
、
森
林
組
合
・

振
興
公
社
・
建
設
会
社
等
の
村
内

業
者
と
連
携
し
て
対
応
す
べ
き
。

シ
ル
バ
ー
は

人
数
制
限
・
安
全
面
で
対
応
で
き

な
い
作
業
が
あ
り
繁
忙
期
は
待
っ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
。
保
健

福
祉
課
を
窓
口
に
関
係
課
・
村
内

事
業
所
と
連
携
し
支
援
体
制
を
検

討
す
る
。頭

地
代
替
地
な
ど
庭
木
の

な
い
世
帯
は
真
夏
の
照
り
返
し
が

厳
し
い
。
笑
顔
給
付
金
と
併
せ
て

エ
ア
コ
ン
購
入
・
設
置
支
援
を
検

討
で
き
な
い
か
。

エ
ア
コ
ン
は

２
０
２
７
年
問
題
で
価
格
上
昇
が

見
込
ま
れ
支
援
は
必
要
だ
が
、
対

象
範
囲
・
機
種
・
補
助
額
の
協
議

が
必
要
。
来
月
の
事
業
説
明
会
で

住
民
意
見
・
需
要
を
伺
い
検
討
す

る
。

高
齢
者
の
多
様
な
要
望
に

応
じ
る
「
困
り
ご
と
係
」
的
な
担

当
窓
口
を
設
け
、
利
用
率
を
笑
顔

給
付
金
並
み
に
引
き
上
げ
て
ほ
し

い
。

高
齢
化
率
50
％
超
で
75
歳

以
上
世
帯
が
増
加
。
支
援
事
業
・

笑
顔
給
付
金
・
五
木
こ
も
り
券
を

実
施
。
困
り
ご
と
窓
口
は
福
祉
課

と
社
協
で
一
本
化
を
協
議
す
る
。

吐
合
地
区
な
ど
携
帯
電
話

の
通
話
困
難
地
区
の
解
消
は
。
他

に
困
難
地
区
は
あ
る
か
、
検
討
し

て
い
る
か
。

宮
園
一
部

・
平
野
・
野
ノ
脇
地
区
で
入
り
に

く
い
。
ド
コ
モ
は
採
算
面
で
応
じ

ず
、
村
負
担
で
は
2
基
７
，
０
０

０
万
円
（
過
疎
債
頼
み
）
で
令
和

8
年
度
予
算
に
は
計
上
し
て
い
な

い
。
国
庫
補
助
を
探
し
て
検
討
し

た
い
。

下
梶

原
地
区
は
焼

畑
体
験
１
０

０
人
規
模
・

県
有
林
１
，

８
０
０
ha
・

観
光
客
等
の

利
用
が
あ
り

緊
急
時
に
支

障
が
あ
る
。

カ
バ
ー
範
囲

の
広
い
場
所

に
通
話
エ
リ

ア
を
設
け
、

県
や
業
者
に

も
協
力
を
求

め
て
解
消
し

て
ほ
し
い
。

必
要
性
は
理
解
す

る
。
村
道
白
蔵
線
が
地
す
べ
り
で

電
源
供
給
が
止
ま
っ
て
お
り
、
中

継
局
が
復
旧
す
れ
ば
少
し
は
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
。

議
員

議
員

議
員

村
長

議
員

議
員

村
山
義
治
保
健
福
祉
課
長

議
員

高所作業が必要な剪定カ所

園田 久 議員

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

携帯エリア拡大には中継塔が必要



令和８年７月31日発行 8

ؐܢϜـ޽
ǥࣴ᤽ࣴ˽̝ࡠጇӍ२။ԗـ޽Ϝؐܢ

ɦɻ໇๣۶˽̝ʴᢀ׾˘ٟʌϭ๜૯቗ಲЇʴԞࠪʴᝯಐɼʱʪʊʬ

〇要望の主旨
　前回、令和７年８月 27 日付けで提出した要望書に対する令和７年 12 月 12 日付けの「不採択」と
した回答理由では「住民を納得させる手続き等の審議が十分に尽くされていない」ので再度の審議
をお願いしたい。

〇審査結果（不採択）
　令和８年第１回定例会において、川辺川ダム対策再建特別委員会へ付託されていた令和７年 12 月
25 日付けで提出の「流水型ダムの賛否を問う住民投票条例の制定の要望書」について、今定例会に
おいて委員長から「不採択」との報告があり、本会議において委員長報告のとおり「不採択」と決
定しました。

〇審査の経緯
　村議会としては「平成８年 10 月にダム建設に同意した経緯があり、ダムの形状が変更されたとし
ても議会の意思として今も継続していると判断しているため、改めて村民に川辺川ダム建設の是非
を問うことは、平成８年のダム建設同意と相いれないこととなる」として令和７年 12 月 12 日付け
で「不採択」とした経緯があります。　
　特別委員会においては「前回の判断に対し、これを見直すべき新たな事情、新たな事実関係又は
判断を変更するに足る特段の理由は認められない。」として令和７年 12 月の決定は妥当であると判
断しました。

議会の動き（4月～6月）
１日 教職員辞令交付式（早田議長）
  定例議員全員協議会（全議員）・広報委員会（全委員）
８日　五木学園開校式・入学式（全議員）

  ９日 臨時全員協議会（全議員）
15日 人吉高校五木分校入学式（全議員）・林大開校式（早田議長）・
 第２回広報委員会（全委員）
16日 熊本地震10年犠牲者合同追悼式「熊本市」（早田議長）
 人吉下球磨消防組合全員協議会「人吉市」（中村議員）
20日 臨時全員協議会（全議員）
 平瀬地区五木小川砂防完成見学会（全議員）
 第３回広報委員会（全委員）
22日 例月監査（豊永監査委員）
27日 戦没者追悼式（早田議長）
 定例球磨郡議長会「人吉市」（早田議長）

７日 定例全員協議会（全議員）
14日 ダム対策再建特別委員会（全委員）
  球磨郡選出県議会議員との意見交換会「錦町」（全議員）

15日 熊本県町村議会議長会議長研修会「熊本市」（早田議長）
16日 保学高合同運動会（全議員）

18日 下球磨正副議長会（早田議長・田山副議長）
19日 球磨郡監査委員連絡協議会総会「あさぎり町」（豊永監査委員）
20日 例月監査（豊永監査委員）
21日 定例郡議長会「人吉市」（早田議長）
23日～ 24日　東日本ふるさと会総会「東京都」（早田議長）
26日～ 27日　全国町村正副議長研修会および国会要望「東京都」
　　　　　　　 （早田議長・田山副議長）
27日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会「人吉市」
 （西村議員・園田議員）
31日 竹ノ川地区嵩上げ工事着工式（全議員）

３日 定例全員協議会（全議員）
  ダム対策再建特別委員会（全委員）
４日～５日　国県要望活動「東京都・熊本市」（全議員）

14日 郡消防ポンプ操法大会「あさぎり町」（早田議長）
18日 臨時全員協議会（全議員）・議会運営委員会（全委員）
22日 定例郡議長会（早田議長）・例月監査（豊永監査委員）
24日～ 25日　定例会（全議員）
26日 広報委員会（全委員）・令和８年度国県事業説明会（全議員）

4
月

5
月

6
月
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〇請願の主旨
　五木村は長年にわたってダムに翻弄され続けてきた現状を鑑み、人口減少に歯止めがかかるよう
な有効策も見いだせない中、県道 25 号線大通り地区の標高の低い場所に新たなトンネルを建設する
ことにより、村の発展を図ることが最重要と考えるので国・県に対して、強く要望していただきたい。

〇審査結果（付帯決議を付して採択）
　令和７年第４回定例会で請願調査特別委員会に付託された令和７年 11 月 25 日付けで提出の「大
通りトンネル建設の請願書」について、令和８年第１回定例会において村議会請願調査特別委員会
委員長から「付帯決議を付して採択」との報告があり、本会議において「振興計画でも要望してあり、
単独での要望は時期早々ではないか」との反対意見があったものの、委員長報告のとおり「付帯決
議を付して採択」としました。これにより執行部に対して「付帯決議を付して採択」した旨を通知
しました。

〇審査の経緯
　この事業については、令和６年、令和７年に村長と議長の連名で熊本県に要望しており、熊本県
も調査を実施中であり、五木村や球磨人吉・八代市五家荘地区の住民福祉の向上だけではなく、県
南部振興策の一端を担う大きな事業であり、請願は適当であると認められました。しかし、「本事業
は多額の費用を要する公共事業であり、執行部と議会が緊密に連携して国・県等へ働きかけ、同時
に八代市や球磨郡、八代郡の多くの自治体の協力が必要不可欠であり、関係自治体と協議を行い広
域的な連携のもとで協議会等を早急に設置することが求められる。加えて村内全体の道路整備計画
との整合性を図りつつ進めるとともに、村内にある他の県道の改良がなおざりにされることのない
よう十分な検討が必要である。」との付帯決議を付しました。

番　　号 事　件　の　表　示
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

令和７年
請願第２号 大通りトンネル建設の請願 〇 〇 〇 × 〇 〇 付帯決議を付して採択

ǥ៧ᯊ̴ ᬎ਱̴ ᝯಐʱʪʊʬ

〇請願
　請願は憲法で認められた国民の権利であり、誰でも村政についての要望や意見を村長や村議会に
対して提出することができますが、請願の提出にあたっては紹介議員が必要です。内容についての
制限はなく、また、いつでも提出することができます。
　受理された請願は関係する委員会で審査したうえで、本会議で採択か不採択かの決定をします。
その結果については、請願された方に通知します。

〇陳情・要望
　陳情・要望は、要望や意見の提出することにおいては請願と違いはありませんが、請願のような
手続き等の法的な定めはなく、紹介議員も不要です。
　陳情書・要望書の取り扱いについては議会運営員会に諮り、必要であれば請願の例により処理し
ます。
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次回の定例会は

９月上旬の
予定です。

皆様の傍聴をお待ち
しております。
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豊
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勝
彦

鬱う
っ
と
う陶

し
い
梅
雨
が
よ
う
や
く
明
け

た
と
安
心
し
た
の
も
束
の
間
、
今
度

は
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
夏
は
例
年
よ
り
気
温
が
高
く

な
る
と
の
予
報
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
の
発
生
や
偏
西
風
の
蛇
行
な
ど
に
よ
り
40
度
を

超
え
る
気
温
を
観
測
し
た
と
の
報
道
も
あ
り
ま
し

た
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
体
調
管
理
に
十
分
注
意
さ

れ
、
エ
ア
コ
ン
の
活
用
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど

特
に
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

先
日
ま
で
北
米
３
か
国
で
Ｆ
Ⅰ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
共
同
開
催
さ
れ
、
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ま
も
テ
レ
ビ
か
ら
目
が

離
せ
な
い
緊
迫
し
た
試
合
を
楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
日
本
代
表
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１
回
戦
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
健
闘
に
拍
手
を
送
り
、
４
年
後
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

一
秀

①
自
己
紹
介

　

上
平
野
地
区
出
身
で
、
高
校
ま
で
ず
っ
と

五
木
村
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

就
職
で
一
時
期
五
木
村
を
離
れ
ま
し
た
が
、

10
年
前
に
五
木
村
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
丸
一
産
業
で
働
い
て
い
ま
す
。
休

日
の
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で
、
県
内
外
の
道
の

駅
巡
り
を
し
て
い
ま
す
。

②
仕
事
に
つ
い
て

　

災
害
で
壊
れ
た
道
路
の
復
旧
工
事
や
、
道

路
を
走
り
や
す
く
す
る
改
良
工
事
、
治
山
ダ

ム
工
事
や
河
川
の
土
砂
や
河
川
の
土
砂
撤
去

な
ど
た
く
さ
ん
の
土
木
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

久
く ぼ た

保田 一
か ず お

生さん （宮園）

③
五
木
の
感
想

　

村
全
体
と
し
て
、
道
路
が
整
備
さ
れ
交

通
の
便
も
良
く
な
り
、
道
の
駅
施
設
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
村
外
の
観
光
客
の
方
が

来
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　

た
だ
、
子
供
の
頃
の
よ
う
な
村
全
体
の
活

気
と
い
う
も
の
が
無
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

④
村
や
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と

　

今
、
私
は
宮
園
周
辺
地
域
振
興
協
議
会
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
同
地
区
の
振

興
策
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
賑
わ
い
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
交

流
の
場
を
作
る
な
ど
、
振
興
策
を
話
す
中
で

若
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促

進
の
振
興
策
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
の
共
通
の
課
題

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
五
木
村
に
し
か

な
い
魅
力
を
武
器
に
、
住
み
や
す
く
、
活
気

あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
近
年
の
気
候
変
動
で
災
害
が
頻
発

し
て
発
生
し
て
お
り
、
五
木
村
の
中
で
も
危

険
な
箇
所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
予
防

的
な
対
策
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、
安
全

な
五
木
村
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。


